
Pub
lic

  Re
la

tio
ns  N

o
.997

Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

広
 報

 た
 ぶ

 せ

102019
笑顔と元気あふれる住みよいまち 田布施

―
　

麻
郷

小
学

校
　

秋
季

大
運

動
会



平
成
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決
算
報
告

61億921万4,610円歳入

　
平
成
30
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町民1人当たりの町税
（納税額）

11万4,721円
（前年度比 1,864円増）

平成31年４月１日現在
人口１万5,271人で計算

一  般  会  計

問
企
画
財
政
課  

財
政
係　
☎
52
‐
５
８
０
３

0.0000

93333.3359

186666.6718

280000.0077

373333.3436

466666.6795

560000.0154

町　税    17 億 5,190 万円（28.7％）

国庫支出金   6 億 1,210 万円（10.0％）

地方消費税交付金   2 億 5,286 万円 （4.1％）

地方交付税  

繰越金　    1 億 7,072 万円  （2.8％）

町　債      5 億 1,413 万円（8.4％）

県支出金     4 億 2,953 万円（7.0％）

繰入金 　　　  7,150 万円（1.2％）
その他　　　    9,225 万円（1.5％）

その他            4,654 万円（0.8％）
地方譲与税　　　 5,110 万円（0.9％）

分担金・負担金　　       7,186 万円  （1.2％）

諸収入　   1 億 2,459 万円  （2.0％）

依
存
財
源
（
62
・
６
％
）

自
主
財
源
（
37
・
４
％
）

町税

地方

県支

国庫

町債

   

　　　　　    19 億 2,014 万円（31.4％）

　平成30年度決算額は、庁舎耐震改修等事業により、町債および総務費が増額となったことなどから、
歳入・歳出ともに前年度を上回りました。

◀
尾
津
漁
港
海
岸
保
全
事
業

　歳入決算額は、61億921万4,610円
で、前年度に比べて２億2,185万555
円（3.8％）の増額となりました。自主財
源について、繰越金が前年度決算剰余金
の増加により、5,162万円（43.3％）の増
額となりました。
　依存財源については、町債が庁舎耐震
改修等事業などにより、１億308万円
（25.1％）の増額となりました。

歳 入
　歳出決算額は59億5,659万5,032円
で、前年度に比べて２億3,995万1,525
円（4.2％）の増額となりました。主なも
のは、総務費が庁舎耐震改修等事業など
により、２億2,885万円（27.1％）の増額
となりました。
　一方で消防費が田布施南地域防災セン
ター整備事業の完了により、5,195万円
（16.2％）の減額となりました。

歳 出

◀
庁
舎
耐
震
改
修
等
事
業
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一般会計の主な事業（事業名および事業費）

■歳入

■高齢者福祉  
介護予防・生活支援事業 886万円
■障害者支援  
障害者総合支援事業 2億4,186万円

（介護・訓練などの給付）
重度心身障害者医療費助成事業 7,174万円
■子育て支援  
児童手当 2億1,738万円 
乳幼児医療費助成事業 1,316万円
児童クラブ運営事業 2,716万円
■環境・保健  
ワクチン予防接種補助事業 ４,037万円
合併浄化槽設置整備事業 780万円
■総務  
庁舎耐震改修等事業 3億3,713万円
■農林水産  
尾津漁港海岸保全事業 3,424万円
小行司特産加工センター周辺整備事業 2,649万円
尾津漁港機能保全事業（本土・馬島） 1,663万円
農業水利施設整備事業 1,385万円
中山間地域総合整備事業 1,100万円
■土木 
麻郷団地外壁等改修事業 1,995万円
■災害復旧 
農業用施設災害復旧事業 2,063万円
公共土木施設災害復旧事業 2,594万円
■一部事務組合負担金
光地区消防組合負担金 2億3,026万円
熊南総合事務組合負担金 9,356万円
周東環境衛生組合負担金 1億2,615万円

59億5,659万5,032円

■歳出 （単位：万円）

歳出

（単位：万円）

93333.3359

186666.6718

280000.0077

373333.3436

466666.6795

560000.0154

民生費  18 億 4,408 万円（31.0％）

土木費　 6 億 6,763 万円（11.2％）

総務費  10 億 7,451 万円（18.0％）

公債費　 6 億 8,571 万円（11.5％）

衛生費　 4 億 6,943 万円（7.9％）
教育費　 4 億 9,041 万円（8.2％）

消防費　 2 億 6,935 万円（4.5％）
その他　 4 億 5,548 万円（7.7％）

※「その他」の内訳
農林水産業費 2 億 6,926 万円（4.5％）
議会費 7,547 万円（1.3％）
商工費 5,552 万円（0.9％）
災害復旧費 5,186 万円（0.9％）
労働費 333 万円（0.1％）
諸支出金 4 万円（0.0％）

民生

総務

公債

教育

土木

衛生

その他

消防

　 

決算額の対前年度比較

区分 科　　目 30年度 29年度 増減率

自 

主 

財 

源

町 税 175,190 174,172 0.6%
繰 越 金 17,072 11,910 43.3%
諸 収 入 12,459 9,834 26.7%
分担金・負担金 7,186 7,063 1.7%
繰 入 金 7,150 7,000 2.1%
そ の 他 9,225 8,769 5.2%

依 

存 

財 

源

地 方 交 付 税 192,014 191,915 0.1%
国 庫 支 出 金 61,210 59,032 3.7%
町 債 51,413 41,105 25.1%
県 支 出 金 42,953 43,295 ▲0.8%
地方消費税交付金 25,286 24,227 4.4%
地 方 譲 与 税 5,110 5,360 ▲4.7%
そ の 他 4,654 5,054 ▲7.9%

計 610,922 588,736 3.8%

科　　目 30年度 29年度 増減率
民 生 費 184,408 188,706 ▲2.3%
総 務 費 107,451 84,566 27.1%
公 債 費 68,571 70,671 ▲3.0%
土 木 費 66,763 58,784 13.6%
教 育 費 49,041 56,355 ▲13.0%
衛 生 費 46,943 43,586 7.7%
消 防 費 26,935 32,130 ▲16.2%
農林水産業費 26,926 22,447 20.0%
議 会 費 7,547 7,701 ▲2.0%
商 工 費 5,552 5,723 ▲3.0%
災害復旧費 5,186 651 697.0%
労 働 費 333 341 ▲2.4%
諸 支 出 金 4 3 37.9%

計 595,660 571,664 4.2%

◀
小
行
司
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー

　
周
辺
整
備
事
業
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区　　分 決　算　額（構成比） 対前年度
増減率

繰 出 金 10億1,983万円(17.1%） ▲0.5%

人 件 費  　9億5,895万円（16.1%） ▲9.9%

扶 助 費 　9億3,244万円（15.7%） ▲1.4%

補 助 費 等 　7億9,563万円（13.3%） 8.6%

投 資 的 経 費 　7億6,898万円（12.9%） 83.1%

物 件 費 　6億8,919万円（11.6%） 0.7%

公 債 費 　6億8,571万円（11.5%） ▲3.0%

積 立 金 　　  7,166万円（1.2%） ▲30.6%

維 持 補 修 費 　　　3,360万円（0.6%） 3.3%

投資・出資・貸付金 　　　   61万円（0.0%） ▲72.3%

合 計 59億5,660万円（100.0%） 4.2%

歳出の性質別による内訳（一般会計）

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 20億3,014万円 19億8,579万円

下 水 道 事 業 8億5,411万円 8億4,606万円

介 護 保 険 17億203万円 16億2,131万円

後期高齢者医療 2億8,119万円 2億8,118万円

　歳出を性質別にみると、補助費などが周東環境
衛生組合への負担金の増により、投資的経費が庁
舎耐震改修等事業などにより、増額となりました。
また、人件費は退職手当負担金の減により、扶助
費は臨時福祉給付金事業の終了により、減額とな
りました。

財
政
健
全
化
比
率

特別会計決算

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金

会　計　名 繰　入　額
国 民 健 康 保 険 1億6,692万円

下 水 道 事 業 3億4,820万円

介 護 保 険 2億5,802万円

後期高齢者医療 7,214万円

一般会計から特別会計への繰入金
総額8億4,528万円

　特別会計歳入決算額のうち一般会計からの繰
入金は、総額8億4,528万円となりました。
　各会計の繰入額は、下表のとおりです。

29年度　0.461
28年度　0.456

29年度　94.4%
28年度　97.4%

　
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
比
率
は
、一
般
会
計
な
ど
に
つ
い
て
は
４
つ
の
指
標
、

上
下
水
道
な
ど
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
は『
資
金
不
足
比
率
』に
よ
っ

て
財
政
の
健
全
度
を
は
か
る
も
の
で
、
今
年
度
も
、
田
布
施
町
と
公

営
企
業
に
係
る
比
率
す
べ
て
で
基
準
を
下
回
る（
該
当
な
し
を
含
む
）

と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
昨
年

度
よ
り
も
比
率
は
低
下
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
比
率
の
改
善
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

財政力指数

0.467

標準的な財政運営を行うた
めに必要とされる一般財源
額に対して、実際に地方税
等の収入額がどの程度あ
るかを示します。1.0 を下
回った場合は普通交付税が
交付され、この指数が低い
ほど地方税の収入能力は低
く、交付税への依存度が高
いといえます。

経常収支比率

91.6%

地方税や交付税など毎年収
入が見込まれるような一般
財源を、人件費、扶助費、
公債費など毎年支出される
ような経費にどの程度充当
したかを表わします。この
数値が高いと自由に使える
お金が少ないこととなり、
財政構造の硬直化が進んで
いるとされます。

※国民健康保険特別会計以外の特別会計において、
歳入、歳出が前年度に比べて増となりました。

2019　10/11 号 ４



基　金　名 30年度末
財 政 基 金 7億9,644万円

減 債 基 金 2,616万円

公 共 施 設 整 備 基 金 3億2,180万円

土 地 開 発 基 金 2億3,840万円

そ の 他 基 金 2億7,387万円

　 合 計 　 16億5,667万円

会　計　名 30年度末

一 般 会 計 56億6,634万円

特 別 会 計（ 下 水 道 事 業 ） 48億6,402万円

　 合 計 　 105億3,036万円

8

11

14

17

20

30 年度29年度28年度27年度26年度

億円

15億 7,147 万円

14億 1,854 万円

16億 5,667 万円
14億 4,262 万円

15億 1,500 万円

100

110

120

130

30 年度29年度28年度27年度26年度

億円

107億 3,107 万円

105億 3,036 万円

119億 5,034 万円

115億 4,185 万円
110億 7,653 万円

基　金町　債

　町民１人当たりの
　　　　　　　町債残高

68万9,566円
（前年度比  5,767円減）

　町民１人当たりの
　　　　　　　基金残高

10万8,484円
　　（前年度比  6,659円増）

※平成31年４月１日現在田布施町人口１万5,271人で計算（住民基本台帳）

基金合計額の推移町債合計額の推移

29年度　数値なし
28年度　数値なし

実質赤字比率

ともに数値なし（黒字）

実質赤字比率は、一般会
計等の赤字額が自由に使
える一般財源の額などに
占める割合
【早期健全化基準 15％】

連結実質赤字比率

連結実質赤字比率は、す
べての会計の赤字額が自
由に使える一般財源の額
などに占める割合
【早期健全化基準 20％】

29年度　12.7％
28年度　13.1％

実質公債費比率

12.3％

その年度の公債費や関連
団体の債務返済額などが
自由に使える一般財源の
額などに占める割合
【早期健全化基準 25％】

29年度　73.7％
28年度　84.9％

将来負担比率

62.8％

すべての会計、関連団体
を含めた債務残高が自由
に使える一般財源の額な
どに占める割合

【早期健全化基準350％】

資金不足比率

数値なし（黒字）

公営企業（田布施町公共
下水道事業、田布施・平
生水道企業団、柳井地域
広域水道企業団、熊南総
合事務組合（馬島・佐合
島航路事業））の運営資金
の不足額（赤字など）が事
業規模に占める割合
【経営健全化基準 20％】

財 政 健 全 化 判 断 比 率

29年度　数値なし
28年度　数値なし

※国民健康保険事業基金および介護給付費準備基金の積立金増に
より、基金残高は昨年度よりも増額となりました。

※定期償還の進展などにより、一般会計（▲1億1,118万円）、
下水道事業特別会計（▲8,953万円）ともに前年度よりも減額
となりました。

広報たぶせNo.997５



令和元年産
田布施いちじくわいんの販売を開始

2019　10/11 号 ６

スタート 町民グランド 10:00
1 区 町民グランド～中央南（田布施図書館前） 10:05
2 区 中央南～長合（南周防農地整備事業所前） 10:09
3 区 長合～宿井（吉川設備前） 10:16
4 区 宿井～瓜迫（城南公民館前） 10:21
5 区 瓜迫～瀬戸（しもらく跡地） 10:29
6 区 瀬戸～岸田（河原田会館前） 10:35
7 区 岸田～東竹尾（牛作建築横） 10:42
8 区 東竹尾～奈良（田布施・平生合同斎苑前） 10:48
9 区 奈良～地家（山本宅前） 10:55

10 区 地家～蓮輪（蓮輪集会所前） 10:59
11 区 蓮輪～町民グランド（フィニッシュ） 11:06

中継所通過予定時刻

コース略図と区間距離

第55回 町内一周駅伝競走大会に参加しましょう

■日程
◇開会式　午前 9時 20分～午前 9時 40分
　（町民グランド）
◇中学生 1 部の部・高校生の部・一般１部の部
　午前 10時スタート
◇小学生の部・中学生 2 部の部・一般 2 部の部
　午前 10時 05分スタート

■参加資格
　町民、町出身者、町内に通勤・通学する人

■申込方法
　スポーツセンターで申込書を受け取るか、町
ホームページよりダウンロードし、スポーツ
センターに持参またはメール（sportscenter@
town.tabuse.yamaguchi.jp）で申し込む

◇申込期限
・チーム申し込み　　11月 8日（金）
・メンバー申し込み　11月 20日（水）

問 TAIKO スポーツセンター田布施　☎ 52-3832

12/８
（日）　
小雨決行

　大人気の『田布施いちじくわいん』の令和元年
産の新酒ができあがりました。
　このワインは『JA山口県田布施イチジク部会』
が、町の特産品であるいちじくを使用し委託製造
しています。ワインを通しての町おこしや、より
多くの人に田布施町を知ってもらいたいと考え、
毎年取り組んでいます。

問経済課農林振興係　☎ 52-5805

　今年度は10月11日（金）
から町内や近隣酒販店にて
一斉に販売されていますの
で、ぜひお買い求めくださ
い。

『オラレ田布施』への

周南市事務協力金の使途

　平成 30 年度のボートレースチケットショッ
プオラレ田布施への周南市からの事務協力金は、
41,494,058 円でした。（前年度 265,004 円増）
　協力金は、以下の事業に活用されました。

■周南市事務協力金の使途
◇子ども医療給付費	 3,404 千円
◇障害児通所支援事業	 3,863 千円
◇障害者総合支援事業（介護・訓練等の給付）	
　　29,760 千円
◇介護予防・生活支援事業	
　（配食サービス・ねたきり老人おむつ支給事業等）
　　4,467 千円

問企画財政課企画係　☎ 52-5803



農工祭に来てね！

◇行事内容
・展示　フラワーアレンジメント、庭園、ロボット工
作など

・生産物販売　米、野菜、花など
・加工品販売　ジャム、クッキー、味噌など
・その他の販売　うどん、カレーライスなど
・催し物　お茶席、生徒会など
・各種体験、軽食
※当日は公共交通機関をご利用の上、お越しください。
◇問合せ先　田布施農工高等学校　☎ 52-2157

～令和に咲かせ僕らの命
　笑顔はじける農工祭～

◇日時　11月 16日（土）
　　　　午前9時～午後 1時
◇会場　山口県立田布施農工高等学校

広報たぶせNo.997７

　ひと足早く大学の雰囲気を味わい、自分の未来を考える絶好の機会として高校生を対象としたサテライト講座
を開設します。一般の人の申込みも大歓迎です。

高校生のための
広島市立大学サテライト講座 受講生募集

■第１回目
◇開催日　11月17日（日）
◇テーマ　まちをデザインする
◇講師　芸術学部　教授　吉田幸弘
◇定員　20人
■第２回目
◇開催日　12月１日（日）
◇テーマ　多文化社会に向けて～食の多様性を理
解しましょう～

◇講師　国際学部　准教授　アリフ	ヌルハイザ
ル	アザム　

◇定員　50人
■第３回目
◇開催日　12月15日（日）
◇テーマ　コンピュータで切り開く生物学の世界
◇講師　情報科学部　教授　鷹野優
◇定員　50人
■時間　各回午前10時20分～正午
※冒頭10分間は広島地域の大学紹介をします。
■会場　柳井市文化福祉会館
■受講料　無料

■対象者
　柳井広域圏（柳井市、周防大島町、上関町、田
布施町、平生町）に居住または通学している高
校生およびその保護者

■申込方法
　申込書に必要事項を記入の上、柳井市政策企画
課へFAXまたはメールにて申し込む
※講座チラシは柳井広域圏の高校を通じて配布さ
れるほか、柳井市役所ホームページからもダウ
ンロードできます。
※Ｅメールには、受講講座名、住所、氏名、電話
番号、学生の場合は学校名と学年を添えて送信
してください。

■申込締切　各講座開催の１週間前まで
■主催　柳井市、広島市立大学
■後援　柳井市教育委員会、柳井地区広域行政連
絡協議会

■申込み・問合せ先
　柳井市政策企画課
　☎22-2111　FAX0820-23-4595
　E-mail　seisakukikaku@city-yanai.jp
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◇応募規定
①対象図書
　図書館および公民館の図書の中から一冊を
選び、その感想を文章に表現する

②応募字数
・中学生以上
　原稿用紙５枚以内（2000字以内）
・小学生
　原稿用紙３枚以内（1200字以内）
③応募作品　１人１点
　（未発表の作品とする）
④その他
　作品には必ず題名・住所（自治会名）・氏名・
年齢・職業・学校・学年・電話番号・読ん
だ本の書名・著者名・出版者を明記する

　『秋・読書週間に、ぜひ、一冊の本を』を原点に読書の楽しさを求め、すべての世代の人たちが
本に親しむためのきっかけづくりとして、10月27日～ 11月9日を『読書週間』としています。
　図書館では『読書の習慣化』を目指した取組の１つとして、読書の感想を文章にし、豊かな人間
性や考える力を育むために『第39回読書感想文コンクール』を実施します。
　たくさんの応募をお待ちしています。

◇応募締切　11月24日（日）
◇応募・問合せ先
　〒742-1517
　田布施町中央南11-1
　田布施図書館
　☎52-2288　FAX52-5308

読書感想文コンクール　作品募集

住
宅
取
得
支
援
事
業
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

問
企
画
財
政
課 

企
画
係　
☎
52-

５
８
０
３

　
現
在
、
令
和
元
年
度
の
各
種
住
宅

取
得
支
援
事
業
の
申
請
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
令
和
２
年
３
月
末
ま

で
で
す
が
、
前
期
分
の
受
付
が
10
月

末
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。
11
月
か
ら

は
後
期
分
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

が
、
後
期
分
の
商
品
券
交
付
は
、
令

和
２
年
５
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

申
請
可
能
期
間
が
、
取
得
し
た

建
物
登
記
の
完
了
後
６
か
月
以
内
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
対
象
要
件
を
満

た
す
人
で
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人

は
期
間
内
で
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇
申
請
方
法

　
企
画
財
政
課
企
画
係
で
の
事
前
相

談
後
、
対
象
者
に
申
請
書
類
を
配

布
し
ま
す
。

■
子
育
て
住
ま
い
る
支
援
事
業

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は

中
古
購
入
す
る
人
で
、
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
人

に
、
地
元
で
使
え
る
商
品
券
５
万

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

※
加
算
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

基
本
交
付
額
に
さ
ら
に
加
算
し
ま

す
。（
最
大
30
万
円
）

■
お
帰
り
な
さ
い
！
親
元
同
居
・
近

居
住
宅
取
得
応
援
事
業

　
町
内
に
住
宅
を
新
築
・
中
古
購
入

す
る
人
で
、
親
世
帯
と
新
た
に
同

居
す
る
人
や
町
内
に
近
居
す
る
人

に
、
地
元
で
使
え
る
商
品
券
５
万

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
異
動
に
よ
り
町
外
か
ら
町
内

に
転
入
す
る
場
合
は
、
基
本
交
付

額
に
さ
ら
に
10
万
円
分
加
算
し
ま

す
。（
最
大
15
万
円
）

※
事
業
に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



９ 広報たぶせNo.997

　田布施総合支援学校で『田布総祭』を開催し
ます。
　日ごろの学習の成果を発表するため、児童生
徒が協力して作り上げた作品やステージ発表
を、一人でも多くの人にご覧いただけたらと思
います。どうぞお気軽にお越しください。
◇日時　11月９日（土）
　午前９時25分～午後２時45分
◇場所　田布施総合支援学校
◇内容　作品展示、児童生徒によるステージ発
表、木工品・布製品・野菜・小物などの販売、
軽食・喫茶、バザーなど

◇その他
・展示や発表などの詳細は、当日配布するパン
フレットをご覧ください。
・作品や食料品の販売については、数に制限が

田布総祭へお越しください‼

文化財保護強調週間
Cultural　Properties　Protection　Week

　田布施中生徒が日ごろの学習成果を精一杯発
表します。町民の皆さまもぜひ中学校文化祭に
お越しください。

田布施中学校文化祭

◇開催日時　10月27日（日）
　午前8時40分～午後4時5分
◇場所
　田布施中学校体育館ステージおよび校舎内
◇内容
　合唱コンクール・文化的活動の発表　など

問田布施中学校　☎ 52-2138

　文化祭で、『ふれあいバザー』を実施し
ます。バザーへの出品について、町民の皆
さまのご協力をお願いします。
◇提出締切　10月18日（金）
◇提出場所　田布施中学校
◇募集する品
　田布施中の制服・体操服・ジャージ・学
生カバン・3ウェイバッグ・ナップなど
田布施中のカバン類（すべて中古）、手
作り作品など
※詳細は、お問い合わせください。

PTA『ふれあいバザー』
出品のお願い

　11 月 1 日（金）～７日（木）は、文化財に親
しむことを目的とした『文化財保護強調週間』で
す。
　この機会を利用して、さまざまな行事に参加し、
日本の歴史や文化に触れてください。

◀
ど
き
ど
き
フ
ァ
ミ
リ
ー

あります。
・スリッパ、マイバック、靴入れ袋を持参して
ください。

◇問合せ先　田布施総合支援学校
　☎52-3572
▼作品の一例
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作
り
方

材
料（
４
人
分
）

　保健センターだより　健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 問保健センター　☎52-4999

サ
バ
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

　

旨
味
も
栄
養
も
豊
富
に
含
ま
れ
る
サ
バ
の
水
煮
缶
を
使
う
こ
と
で
、

手
軽
に
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
が
作
れ
ま
す
。
ク
セ
が
な
く
、
と
て
も
食
べ
や

す
い
の
で
、
お
子
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

１人分の栄養価
エネルギー…426kcal
たんぱく質…15.9g　脂質…9.0g
カルシウム…144mg　塩分…0.9g

ご飯	 600g
サバ水煮缶	 1 缶（190g）
玉ねぎ	 100g
エリンギ	 80g
グリンピース	 30g
にんにく	 1 かけ
生姜	 １かけ
カレー粉・油	 各大さじ１
　砂糖	 小さじ２
　ウスターソース	 大さじ１
　ケチャップ	 大さじ１

①
玉
ね
ぎ
、エ
リ
ン
ギ
、に
ん
に
く
、生
姜
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
、
に
ん
に
く
、
生
姜
、
カ
レ
ー
粉
を
入
れ
て

炒
め
る
。
香
り
が
立
っ
て
き
た
ら
、
玉
ね
ぎ
と
エ
リ
ン
ギ
を
加

え
、
し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

③
②
に
Ａ
と
サ
バ
缶
を
汁
ご
と
加
え
る
。
さ
ば
の
身
を
へ
ら
で
つ

ぶ
し
な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ
、汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
る
。

④
③
に
ご
飯
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
、
均
一
に
な
る
よ
う
に
混

ぜ
な
が
ら
炒
め
る
。

インフルエンザを予防しよう

インフルエンザとは
　『インフルエンザウイルス』に感染すると、38℃以上の発熱や頭痛や関節・筋肉痛などの症状が急に現れま
す。乳幼児や高齢者、種々の慢性疾患をもつ人は肺炎を伴うなど重症化することがあります。

Ａ

■インフルエンザを予防する有効な方法
◇流行前にワクチン接種
◇手洗い　外出後は、手に付着したウイルスを殺菌
消毒するために、石けんで手を洗ったり、アルコー
ル製剤による手指の消毒をしましょう。

◇感染を広げないための『咳エチケット』
・他の人に向けて咳やくしゃみをしない
・咳やくしゃみが出るときはマスクをする
■高齢者のインフルエンザ予防接種について
　　今年度も次の対象者に予防接種費用を一部助成

します。かかりつけ医とよく相談して、接種を受
けることをお勧めします。

◇対象者
・65歳以上の人
・60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能障害により、身体障害者１級の交付を受け
ている人または、身体障害者１級程度の障害のある
人（身体障害者手帳または診断書が必要となります
ので、保健センターに必ずご相談ください）

◇実施期間
　令和元年 10月１日～令和２年２月 29日

◇自己負担額　1,490 円（ただし、１回のみ）
※生活保護の人は無料です。接種時に『診療依頼書』
を医療機関へ提示してください。

◇持参品
　生年月日がわかるもの（健康保険証など）と健康
手帳（予防接種手帳）を必ず医療機関に提出して
ください。
※健康手帳のない人は保健センターでお受け取りく
ださい。

◇実施場所　県内医療機関
※必ず医療機関に予約の上、接種してください。

田
布
施
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　10 月１日から保健センター内に『子育て世代包
括支援センター』の『2

にこにこ
525 たぶせ』を開設しま

した。
　妊娠・出産・子育てに関する総合相談窓口です。
お気軽にご相談ください。
◇問合せ先　2525 たぶせ　☎ 53-2525

田布施町子育て世代包括支援センター
『2

に こ に こ
525 たぶせ』が開設しました
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健
康
長
寿
講
座

～
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
～

　
『
年
を
と
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
！
』

　
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
何
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う

あ
な
た
に
耳
よ
り
な
お
話
を
！

ぜ
ひ
、
講
座
に
参
加
し
て
健
康
で
長

生
き
し
ま
し
ょ
う
！

■
開
催
日
・
内
容

◇
第
１
回　
11
月
12
日
（
火
）

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
『
何い

く
つ歳
か
ら

で
も
筋
力
ア
ッ
プ
』

◇
第
２
回　
11
月
26
日
（
火
）

　
介
護
・
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

■
時
間
（
第
１
回
・
第
２
回
共
通
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
対
象
者　
町
民

■
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
方
法

　

講
座
の
前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
に
連
絡

10 月 10 日は『目の愛護デー』
　目の病気や心配なことは、眼科専門医に相談し
ましょう。早期発見・早期治療が大切です。
　メガネやコンタクトレンズを使用している人
は、定期的に眼科専門医を受診しましょう。

１歳６か月児健康診査のお知らせ

◇日時　11月 14日（木）
　　　　（受付　午後１時～午後１時 30分）
◇場所　西田布施公民館
◇対象者　平成 30年２月１日～平成 30年５月 13
日に生まれた幼児

◇内容　内科診察・歯科診察など
※該当者には個人通知します。

『たぶせちびっこまつり』のお知らせ

　各地区で行われている育児サークルのおまつ
りです。皆さんで遊びにきてね。
◇日時　11月 29日（金）
　午前９時 30分～正午
　（受付　午前９時 30分～午前 11時）

◇場所　西田布施公民館
◇内容　こんにちは赤ちゃん写真展・手形コー
ナー・絵本の読み聞かせ・遊びの広場・古着
のコーナー・バザー・アンパンマン体操など

◇問合せ先
　各地区の母子保健推進員または保健センター
☎ 52-4999

田布施町母子保健推進協議会（保健センター内）

　

減
塩
＆
ワ
ン
べ
ジ
講
座　

　
自
分
自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め

に
『
野
菜
料
理
を
毎
日
も
う
一
皿
』

『
毎
食
一
皿
目
は
野
菜
か
ら
』
の
ワ

ン
べ
ジ
ラ
イ
フ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

野
菜
の
効
能
か
ら
レ
シ
ピ
の
紹
介
ま

で
、
野
菜
満
載
の
講
座
で
す
。

◇
日
時　
11
月
13
日
（
水
）

　
午
前
９
時
半
～
午
後
１
時

◇
内
容

・
講
話

　
『
野
菜
１
皿
＝
70
ｇ
と
は
？
』

・
調
理
実
習

　
『
カ
ン
タ
ン
で
お
い
し
く
野
菜
を

ク
ッ
キ
ン
グ
！
』

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　
田
布
施
町
民
（
年
齢
不
問
）

◇
参
加
人
数　
30
人
程
度

◇
参
加
費　
無
料

◇
持
参
品

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

◇
申
込
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し

込
む

◇
申
込
期
限　
11
月
８
日
（
金
）

◇
主
催　
田
布
施
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会

　

得
す
る
健
康
講
座

～
血
圧
が
気
に
な
る
あ
な
た
へ
～

　
健
診
を
受
け
て
『
ち
ょ
っ
と
血
圧

が
高
い
で
す
ね
』
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
お
得
な
お
話

し
で
す
。
や
っ
て
み
た
く
な
る
食
事

の
改
善
方
法
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
講
座
に
参
加
し
て
、
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　
11
月
22
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　

健
診
の
結
果
高
血
圧
の
指
摘
を

受
け
た
人
（
治
療
を
し
て
い
な
い

人
）、
興
味
の
あ
る
人

◇
講
師　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

◇
内
容　
高
血
圧
の
病
態
、
食
事
と

運
動
の
話

◇
料
金　
無
料

◇
申
込
方
法

　

講
座
の
前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡

問
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
52
‐
４
９
９
９

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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９/８ タガヤセタブセ体験ツアーを開催
　『田布施町担い手育成総合支援協議会』と『たぶ
せIJU推進協議会』の共同開催で『タガヤセタブセ
体験ツアー』を実施しました。
　首都圏から３人が参加し、地域おこし協力隊か
ら農業の魅力について説明を受け、町内農家の指
導の下、町特産のいちじくやアスパラガスの収穫
を体験し、農家の日々の苦労を実感しました。田
布施町の景色、お米や野菜に感動し、就農につい
て前向きなイメージを膨らませていました。

９/７ 一等当選！敬老会で抽選会！
　各公民館や各小学校など町内８会場で、『敬老
会』が行われました。
　今年度から余興の最後に『お楽しみ抽選会』を
各会場で開催し、抽選の度に歓声が上がってい
ました。
　また催しでは、園児達のダンスを始め、小学
生の歌、演舞やダンス、歌謡などが披露され、
来場された皆さんは、楽しいひと時を過ごされ
ました。

小中学校で秋季大運動会

　町内の各小中学校で、秋季大運動会が開催され
ました。
　児童・生徒たちは、暑い中一生懸命取り組んだ
練習の成果を発揮するため、各競技で勝利を求め、
熱い戦いが繰り広げられました。
　また、演技の種目では皆が息を合わせながら元
気いっぱいに披露していました。

Tabuse
Town News
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私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ　
No. 

134

南
　
美
津
子

人
の
た
め
に
生
き
る

　
『
人
は
人
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ

人
』
秀
吉
が
、
竹
中
半
兵
衛
を
説
得

す
る
と
き
に
使
っ
た
言
葉
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
福
祉
の
世
界
は
、
ま
さ

に
人
の
た
め
に
生
き
る
世
界
で
す
。

私
ど
も
の
施
設
に
お
き
ま
し
て
も
、

３
６
５
日
昼
夜
を
問
わ
ず
、
高
校
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
お
嬢
さ
ん
か

ら
、
そ
の
道
20
数
年
の
ベ
テ
ラ
ン
職

員
ま
で
が
、
ご
利
用
者
様
の
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
の
働
く
福
祉
の
現
場
は
、
労

働
条
件
が
非
常
に
厳
し
い
と
世
間
で

周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
方

が
引
き
起
こ
す
珍
事
に
、
時
に
大
き

な
笑
い
声
が
は
じ
け
、「
あ
り
が
と
。

あ
り
が
と
。」と
手
を
合
わ
せ
ら
れ
恐

縮
し
た
り
、
何
気
な
い
や
り
取
り
に

心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
り
。

　
先
日
も
、
一
人
の
ご
利
用
者
様
に

職
員
が
、「
ね
え
、
ぞ
う
さ
ん
歌
っ

て
。」と
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
人

の『
ぞ
う
さ
ん
』は
、
ご
自
分
が
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
て
い
て
、（
本
人
は
、
原

曲
だ
と
信
じ
て
い
る
）
最
後
が
思
わ

ず
優
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

歌
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
が
歌

い
始
め
る
と
、
周
り
に
職
員
が
集

ま
っ
て
き
て
、
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
を

待
ち
ま
す
。「
か
あ
さ
ん
も　

そ
う

な
ん
で
ぇ
す
ぅ
よ
ぅ
～
」
こ
れ
を
聴

く
と
皆
が
く
す
ぐ
っ
た
そ
う
に
笑

い
、
顔
を
見
合
わ
せ
ま
す
。
ご
利
用

者
様
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
私
達
が
、
ご
利
用
者
様

に
癒
や
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
一
瞬
で
す
。

　
人
生
１
０
０
年
を
言
わ
れ
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
に
介
助
を

し
て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
、
ト

イ
レ
に
行
け
な
く
な
っ
た
方
の
排
泄

の
お
世
話
を
す
る
。
歩
け
な
く
な
っ

た
方
の
杖
代
わ
り
と
な
り
支
え
る
。

車
椅
子
を
押
す
。
こ
う
い
う
我
々
の

仕
事
は
、
人
類
の
た
ど
る
当
然
の
帰

結
に
寄
り
添
う
行
為
で
す
。
人
と
し

て
最
後
ま
で
尊
厳
を
保
ち
、
安
楽
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
る

こ
と
は
、
福
祉
の
職
に
就
い
て
い
る

も
の
の
喜
び
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ぶ
せ
苑

　
施
設
長

『田布施町ふるさと交流会in東京』を開催しました
　8月24日（土）、東京都千代田区で田布施町
にゆかりのある人が集まり、『田布施町ふるさ
と交流会』を開催しました。総勢42名（町長・
スタッフ含）が参加し、友人やこの会場で新た
に知り合われた人と『ふるさと	田布施町』を話
題に、交流を深めました。
　隣接した会場では『ひらおファンクラブ交流
会』も開催され、両町の参加者が会場を自由に
行き来し、町の垣根を越え親睦を深めました。
会場では田布施町から持参したいちじくなどの
特産品を提供し、参加者は『ふるさとの味』を喜
んで頂きました。最後は、特産品の抽選会を行
い、大いに盛り上がりました。
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　天高く馬肥ゆる秋。芸術やまつりの秋です。
　皆さまが制作した作品の展示や、趣向を凝らした
各地域の行事を下記のとおり開催します。
　お誘い合わせの上、ぜひご来館ください。右ロゴ：生涯学習のマスコット「マナビィ」

　　　　　デザイン…石ノ森章太郎 No.306

秋を楽しむ
～各地域の行事～

■城南公民館まつり（城南公民館）
◇日時　10月20日（日）
　　　午前９時～午後３時
　館内では、書・編物・花・手作り小物の作品展示と
芸能発表・山城太鼓の演奏があり、館外では、遊休品
バザー・お茶席・餅つき実演他出店と、最後に餅まき
があり盛りだくさんです。

■麻郷公民館まつり（麻郷公民館）
◇日時　11月３日（日）
　　　午前９時～午後３時30分　
　昨年好評だった神楽・ふれあい動物園や多くの出店
を予定しています。また館内では、講座受講者や一般
の人、小学生の作品展示、食生活改善推進委員による
うどんの販売もあります。

■麻里府文化展（麻里府公民館）
◇日時　11月10日（日）
　　　午前９時～午後３時30分
　地域の方々や保育園児・小学生の皆さんのいろいろ
な作品展示で、地域密着型の文化展です。全員参加の
ビンゴゲーム、演芸会、餅まきや味自慢のうどん販売
もあります。

■西田布施地域ふれあい文化祭（西田布施公民館）
◇日時　11月３日（日）
　　　　午前９時～午後３時
絵画・書道・生け花・盆栽・編み物などの一般作品
や、園児・小学生の作品展示があります。また、遊休
品をはじめ、綿菓子・ポン菓子・二重焼き・焼きいも
などの屋台や、うどん・ジュースの販売コーナーもあ
ります。午後２時からは、盛大に餅まきをします。

■東田布施公民館まつり（東田布施公民館）
◇日時　11月17日（日）
　　　午前10時～午後３時
　館内では、生花・編み物・書などの作品展示や、カ
ラオケ･竹楽器演奏･スポーツダンスなどの芸能発表
を実施し、屋外では、うどんなどのバザーや大波野やっ
さいしょう（餅つき歌に合わせての餅つき)・子どもた
ちに好評の庭園鉄道の走行・餅まきなどを実施します。
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レノファ山口 田布施 info

レノファ山口 FC　田布施町サンクスデー開催！

問企画財政課  企画係　☎ 52-5803

レノファ山口ＦＣ  田布施 info

ご当地シャレン選手 町長表敬
　レノファ山口ＦＣの田布施町ご当地シャレン
（社会連携）選手である佐藤健太郎選手が『田布施
町サンクスデー』を目前に町長を表敬訪問しまし
た。
　佐藤選手は、第30節ファジアーノ岡山戦に向
けた意気込みを語られていました。

	　9月1日（日）にレノファ山口ＦＣのホーム戦
（第30節）と併せて、『田布施町サンクスデー』が
開催されました。
　ピッチ上では町長がレノファサポーターやファ
ジアーノ岡山の応援に駆けつけたサポーターに向
け、田布施町のPRを行いました。また、田布施地
域交流館が田布施町産のいちじくを使用した『たぶ
せフルーツサワー』やかき氷などを販売しました。

エフエム山口とのコラボ企画開催！

　大晃機械工業株式会社のご協力で、『田布施町
サンクスデー』と同日にエフエム山口の『レノファ
山口CHEER	UP!イベント』の中でコラボ企画を
行いました。
　ゲストに高木豊さん、前園真聖さん、丸山桂里
奈さんを迎え、田布施町の紹介を行い、イベント
の最後には町長とゲストの皆さんでレノ丸グッズ
や田布施町産のいちじく交換券入りのカプセルを
撒き、会場は大いに賑わっていました。

■田布施町文化展（中央公民館）
◇日時　10月19日（土）　　
　　　午前９時～午後４時
　書・絵画・俳句・ちぎり絵・手芸など、多くのす
ばらしい作品を展示しています。
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句
俳

短
歌

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。
 イ ベ ン ト こ

ど
も
六
法	

山
崎
聡
一
郎

あ
や
し
い
ぶ
た
の
た
ね	

佐
々
木
マ
キ

秘
密
に
満
ち
た
魔
石
館	

廣
嶋　
玲
子

た
た
た
ん
た
た
た
ん	

西
村　
繁
男

フ
ル
ー
ツ
ふ
れ
ん
ず
ス
イ
カ
ち
ゃ
ん	

村
上
し
い
こ

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
不
思
議	

斉
藤　
　
洋

マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー	

ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ

農
業
高
校
へ
行
こ
う
！	

全
国
農
業
高
等
学
校
長
協
会

人
口
で
語
る
世
界
史	ポ

ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
ド

百
舌
落
と
し	

逢
坂　
　
剛

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
タ
ト
ゥ
ー
係	

ヘ
ザ
ー
・
モ
リ
ス

句
俳

短
歌

児
童 

一
般 

中
谷
み
さ
を

加
治　

紀
子

甲
斐　

信
子

山
口　

綾
子

久
光　

良
一

ど
こ
か
で
太
鼓
の
音
し
て
暑
い
日
く
れ
て
く
る

祭
り
の
花
火
チ
ラ
リ
半
分
だ
け
み
え
て
私
の
夏

雀
も
巣
立
っ
て
エ
サ
箱
さ
み
し
く
ゆ
れ
て
い
る

心
の
迷
い
か　

脱
輪
す
る

に
ぎ
や
か
な
泡
消
え
て
ソ
ー
ダ
水
し
ら
け
て
る

周
防
一
夜
会

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

播
磨　

春
枝

岡　
　

倫
子

松
根
千
代
子

水
澄
む
や
近
き
は
速
し
魚
の
影

独
り
言
増
ゆ
る
夕
暮
れ
ち
ち
ろ
虫

朝
の
日
に
開
き
し
音
や
蓮
の
花

寄
る
鯉
の
色
さ
ま
ざ
ま
や
水
澄
め
り

路
地
抜
け
し
帰き

え

ん燕
の
空
広
か
り
し

麻
郷
俳
句
教
室

藤
田　

京
子

吉
村　

京
子

上
岡　

知
雄

河
村
美
喜
子

目
的
の
あ
る
如
く
行
く
な
め
く
じ
は

　
　

わ
た
し
の
見
て
い
る
こ
と
な
ど
知
ら
ず

金
毘
羅
の
宮
よ
り
望
め
ば

　
　

登
り
来
し
方
は
は
る
か
に
雨
霧
の
中

宿
六
に
な
り
た
く
な
っ
た
訳
じ
ゃ
な
い

　
　

耄も
う
ろ
く碌

し
た
と
言
う
な
よ
お
前

足
痛
し
整
体
通
い
一
年
半

　
　

奇
跡
が
お
き
て
心
晴
れ
ば
れ

短
歌

おしゃべり箱おはなしの会
11月16日（土）  午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて

11月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日・祝日
月末整理日　30日（土）

『落日』
　　　　　　　　　湊　かなえ　著

『ヤービの深い秋』
　　　　　　　　　梨木　香歩　著

　新人脚本家の甲斐千尋は、新進気鋭の
映画監督・長谷部香から、新作の相談を
受けた。香は15年前に起きた、判決も
確定している『笹塚町一家殺害事件』を手
がけたいというが…。絶望の淵を見た
人々の祈りと再生の物語。

　ふわふわの毛に包まれた、ハリネズ
ミのように小さくてふしぎな生きもの、
ヤービ。ヤービたちと『大きい人』たちは、
深い海の時間で出会い…。永遠の子ども
たちに贈る、マッドガイド・ウォーター
シリーズ第2弾。

　一人ひとりに違った事情があり、異
なる『いのちの終いかた』があった。2
人の訪問診療医が向き合った患者たち
の最期の日々。『葛藤』と『納得』の死を
見つめた渾身のノンフィクション。

『いのちの終いかた
『在宅看取り』一年の記録』

　　　　　　　　　下村　幸子　著
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問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
53
‐
１
１
０
３

（
８
月
19
日
～
９
月
18
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ　

匿
名
１
件

＊ 

百
歳
記
念
と
し
て

蓮　
輪　
江
本
キ
ヌ
子

＊
香
典
返
し　
　
　

石　
迫　
吉
村
明
夫　
父　
和
明

匿
名
１
件

＊
雑
巾
１
０
８
枚

み
ど
り
の
会

子育て支援センター

はいはい
H30.4.2以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（11月行事）
午前10時～正午

問たぶせ保育園　☎53-1012
おんとも

　狩猟期間は、11 月１日から来年の３月 31
日までの間です。
　この期間中、多くのハンターが山間部を中
心に猟銃を使用して狩猟を行っています。
◇ハイキングや山菜採り、山仕事などで山中

に入られる人へのお願い
・ハンターから獲物と見間違われないよう、
赤や黄色など目立つ色の服装で出掛けま
しょう。

・鈴や携帯ラジオなど、音が出るものを携行
しましょう。これはハンターに自分の存在
を知らせることができるほか、クマ除けの
効果もあります。

柳井警察署だより

◇ハンターの人へのお願い
・猟銃を発射する際は、獲物だけに気を取ら
れずに、周囲の安全を十分に確認してくだ
さい。

　・			　　『ガサガサ』という物音だけで獲物と思い
込んで発射することは絶対に避け、獲物で
あることを目で確実に確認してください。

・銃を持ち出した場合は盗難や置き忘れがな
いように注意してください。

問柳井警察署　☎ 23-0110
　http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

狩猟に伴う事故防止
theme

５ 日 ( 火 )　身体測定
12 日 ( 火 )　千歳飴の袋作り
19 日 ( 火 )　調理実習 ※予約制 10 組

26 日 ( 火 )　制作遊び

よちよち

午後１時15分～午後３時30分
施設開放

H29.4.2 ～ H30.4.1生まれ対象

７ 日 ( 木 )　身体測定
14 日 ( 木 )　千歳飴の袋作り
21 日 ( 木 )　調理実習 ※予約制 10 組

　　　　　 おにぎりギュッ！
28 日 ( 木 )　制作遊び

すくすく
H28.4.2 ～ H29.4.1生まれ対象

15 日 ( 金 )　身体測定・芋掘り
29 日 ( 金 )　制作遊び

全員対象
＊＊＊

13 日 ( 水 )　リトミック・誕生会

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

【 

中
退
共
に
つ
い
て 

】

『
わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度
！
』

　
『
中
退
共
』は
、
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助

成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
、

社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も
簡
単
。
退

職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま
か
せ
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

【 

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間 

】

　
３
Ｒ
を
考
え
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は
…

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
ゴ
ミ
も
消
費
資
源
も
減
ら
し
、
物

　
を
大
切
に
す
る

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　
く
り
か
え
し
使
う

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る

◇
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ

と
・
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

の
削
減

・
空
き
缶
、
ビ
ン
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

　
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
水
質
検

査
・
保
守
点
検
業
者
お
よ
び
清
掃
業

者
に
委
託
す
る
な
ど
、
適
正
に
浄
化

槽
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
質
検
査（
法
定
検
査
）に
つ
い
て

　
毎
年
１
回
（
一
社
）
山
口
県
浄
化

槽
協
会
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
査
依
頼
を
行
い
、
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
保
守
点
検
に
つ
い
て　
保
守
点
検

（
点
検
・
修
理
・
調
整
な
ど
）
は
、

１
年
間
に
３
回
（
概
ね
４
か
月
に

１
回
）以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
清
掃
に
つ
い
て　
清
掃
（
汚
泥
の

引
抜
き
な
ど
）
は
、
１
年
間
に
１

回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　
町
民
福
祉
課
環
境
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

【 
浄
化
槽
を

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

】

【 

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い 

】

◇
日
時　
12
月
14
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
で
す
。

◇
場
所

　
山
陽
小
野
田
市
埴
生　
花
の
海

◇
内
容

　
イ
チ
ゴ
狩
り
と
野
菜
の
収
穫
体
験

◇
対
象
者　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭（
母
子
・
父
子
）の
親
と
子

　
（
年
齢
不
問
）

◇
定
員　
20
家
族
程
度

◇
参
加
費

・
大
人（
中
学
生
以
上
）５
０
０
円

・
子
ど
も（
小
学
生
以
上
）３
０
０
円

・
幼
児（
３
歳
以
上
）１
０
０
円

※
野
菜
収
穫
で
の
持
ち
帰
り
は
、
１

家
族
１
袋（
小
）と
し
、
そ
れ
以
上

は
自
己
負
担
で
す
。

◇
申
込
方
法　
住
所
・
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢（
12
月

14
日
現
在
）子
ど
も
の
学
年
・
日
中

連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
を
明
記

し
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
が
、
町
の
防
災
行

政
無
線
か
ら
確
実
に
放
送
さ
れ
る
か

ど
う
か
、
全
国
一
斉
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
の
放
送
試
験
は
、
11
月

５
日
（
火
）
の
午
前
10
時
ご
ろ
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
放
送
内
容
は
緊
急
地

震
速
報
の
訓
練
放
送
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
総
務
課
総
務
係

　
☎
52
‐
５
８
０
２

【 

防
災
行
政
無
線
で
の

緊
急
情
報
放
送
試
験 

】

【 

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

】

　
10
月
は
土
地
利
用
月
間
で
す
。

　
乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を

防
止
す
る
た
め
に
、
一
定
面
積
（
田

布
施
町
は
５
０
０
０
㎡
）
以
上
の
大

規
模
な
土
地
取
引
を
し
た
場
合
は
、

契
約
を
締
結
し
た
日
を
含
め
て
２
週

間
以
内
に
、
町
を
通
じ
て
県
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
権
利
取
得
者
（
売
買
の
場
合
で
あ

れ
ば
買
主
）
は
、
利
用
目
的
な
ど
を

記
入
し
た『
土
地
売
買
等
届
出
書
』に

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
『
土
地
売
買
等
届
出
書
』
は
山
口

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/
cm
s/a10000/todokede/

kokudotodokede.htm
l

）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
企
画
財
政
課
企
画
係

　
☎
52
‐
５
８
０
３

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古

布
は
資
源
回
収
へ

・
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
利
用
す
る

◇
問
合
せ
先　
町
民
福
祉
課
環
境
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０
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＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

【 

山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
正 

】

　
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

め
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金

以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇
山
口
県
最
低
賃
金

　
１
時
間
／
８
２
９
円

　
【
効
力
発
生
日　
10
月
５
日（
土
）】

※
詳
細
は
、
問
合
せ
先
ま
た
は
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む
。

※
件
名
に『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
解
除

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
応
募
締
切　
12
月
４
日（
水
）必
着

◇
抽
選
結
果

　
12
月
６
日（
金
）ご
ろ
通
知
予
定　

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先　
山
口
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〒
７
５
３
‐
０
０
５
４

　
山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

　
☎
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

　
ＦＡＸ
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

　

E-m
ail　

y-bosi-senter@
tiara.ocn.ne.jp

☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

【 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

】

■
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

お
よ
び
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

等
説
明
会
の
開
催

◇
日
時　
11
月
20
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
４
時

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館　

※
『
年
末
調
整
説
明
会
』
に
引
き
続

き
、『
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

等
説
明
会
』を
開
催
し
ま
す
。

■
税
務
署
で
の
相
談
の
予
約
方
法

　
税
務
署
で
の
相
談
・
申
告
手
続
き

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

で
相
談
日
な
ど
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
期
に
お
い
て

申
告
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
際

は
、
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
予
約
方
法　
光
税
務
署
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
、
自
動
音
声
に
し
た
が
っ
て

『
２
』
を
選
択
し
、『
相
談
の
予
約

を
し
た
い
』旨
を
伝
え
る

※
税
法
の
解
釈
や
適
用
方
法
・
申
告

や
申
請
書
の
手
続
方
法
な
ど
、
国

税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談

は
、『
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』で
相

談
が
で
き
ま
す
。

◇
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
方
法

　
光
税
務
署
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
自
動

音
声
に
し
た
が
っ
て『
１
』を
選
択

す
る

■『
税
を
考
え
る
週
間
』

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割

を
考
え
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
税
務

行
政
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
11
月
11
日

～
17
日
を『
税
を
考
え
る
週
間
』と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

nta.go.jp

）な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
く

ら
し
を
支
え
る
税
』で
す
。

■
予
約
・
問
合
せ
先　
光
税
務
署

　
☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

　
60
歳
以
上
の
元
気
な
仲
間
を
求
め

て
い
ま
す
！

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

に
な
っ
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
ま
ず

は
入
会
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◇
入
会
説
明
会
開
催
日

　
11
月
20
日（
水
）・
12
月
18
日（
水
）

令
和
２
年
１
月
15
日（
水
）・
２
月

19
日（
水
）・
３
月
18
日（
水
）

◇
時
間　
午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

◇
会
場　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
研
修
室

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　
（
公
社
）柳
井
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
‐
５
９
５
９

　
FAX	

23
‐
６
１
１
６

【 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
入
会
説
明
会 

】
【 

密
輸
に
関
す
る
情
報
提
供 

】

　

税
関
で
は
、『
国
際
会
議
等
の
重

要
行
事
に
お
け
る
取
締
強
化
月
間
』

と
し
て
、
不
正
薬
物
（
麻
薬
・
覚
醒

剤
な
ど
）、
銃
器
並
び
に
テ
ロ
関
連

物
資
の
水
際
取
締
強
化
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

『
密
輸
に
関
す
る
情
報
』が
、
密
輸
摘

発
の
貴
重
な
手
掛
か
り
で
す
。
ど
ん

な
些
細
な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

『
不
審
な
話
』や『
う
わ
さ
』を
耳
に
し

た
ら
、
税
関
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

・
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル（

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

・
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http
://w

w
w
.custom

s.
go.jp/m

oji/
◇
問
合
せ
先

　
徳
山
税
関
支
署
平
生
出
張
所

　
☎
56
‐
３
０
７
６
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【 

徳
山
年
金
事
務
所
年
金
相
談
会 

】

◇
日
時　
11
月
21
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　
役
場
１
階
保
健
室

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

【 

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

無
料
相
談
会
の
開
催 

】

　
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
専

門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
10
月
28
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム　

・
司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー　
午
後
１
時
30
分
～

・
無
料
相
談
会　
午
後
２
時
30
分
～

◇
場
所

　
柳
井
市
役
所
３
階
大
会
議
室

◇
内
容

・
弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
空
き

家
の
相
続
、
登
記
な
ど
相
談

・
宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る
空
き
家

の
売
却
、
賃
貸
な
ど
相
談

相　
談

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は

『
委
任
状
』お
よ
び『
代
理
人
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
』
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
受
付
期
限（
完
全
予
約
制
）

　
11
月
20
日（
水
）

※
役
場
で
は
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

■
日
時　
11
月
10
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

■
場
所　
ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い
多
目

的
ホ
ー
ル

■
内
容

◇
特
別
講
演

【 

第
７
回

サ
ザ
ン
セ
ト
自
立
支
援
研
究
会 

】

　
11
月
は
『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
』で
す
。

・
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
た
ら

・
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん

だ
ら

・
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら

　
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
児
童
虐
待
か

も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
先

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル

　
☎
１
８
９

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【 
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間 

】

　
『
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
障
害
の
現
在
』

・
講
師　
名
古
屋
大
学
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー　
特
任
准
教
授　
工
藤
晋

平
氏

◇
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

　
『
発
達
障
が
い
と
愛
着
の
遅
れ
』

・
講
師

　
ふ
じ
わ
ら
医
院　
臨
床
心
理
士

　
公
認
心
理
師　
広
島
国
際
大
学

　
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー　
林
俊
美

■
主
催

　
柳
井
圏
域
地
域
自
立
支
援
協
議
会

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
医
療
法
人
成
心
会
ふ
じ
わ
ら
医
院

☎
０
８
３
３
‐
91
‐
７
１
０
０

・
建
築
士
に
よ
る
空
き
家
の
改
修
相

談
※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
会
場
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
柳
井
市
建
設
部
都
市
計
画
建
築
課

　
☎
22
‐
２
１
１
１

募　
集

【 

自
衛
官
募
集 

】

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

◇
応
募
資
格

・
推
薦

　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満

の
人
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

・
一
般

　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満

の
人

◇
受
付
期
間

・
推
薦

　
11
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

・
一
般

　
11
月
１
日（
金
）～
令
和
２
年
１
月

６
日（
月
）

◇
試
験
日

・
推
薦

　
令
和
２
年
１
月
５
日（
日
）・
６
日

（
月
）の
い
ず
れ
か

・
一
般

　
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）

■
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◇
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
付

◇
試
験
日

　
11
月
16
日（
土
）・
12
月
14
日（
土
）

◇
問
合
せ
先

　
防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部
柳
井
地
域
事
務
所

　
☎
22
‐
８
１
９
９

講
習
・
講
座

【 

上
級
救
命
講
習 

】

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　
11
月
24
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
）

◇
場
所

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
内
容　
成
人
や
小
児
へ
の
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
応
急

手
当
な
ど

◇
持
参
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
筆

記
用
具
、
昼
食
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今月の納期

10月・11月
休日納税（相談）窓口

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

◇町県民税 （3 期）
◇国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料 （４期）

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　10 月 27 日（日）　11 月 24 日（日）
※コンビニ収納開始に伴い、平日夜間納税（相

談）窓口は 7 月をもって終了となりました。

◇納付場所　町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

町県民税・固定資産税・軽自動車税
………税務課　　　☎ 52-5804

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料・介護保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

… 人口 …
15,239	人
（増減 -13 人）

… 男 …
7,265	人
… 女 …
7,974	人

… 世帯 …
7,021	世帯

（9月１日現在）

人口と世帯

催　
し

【 

第
17
回
消
防
ま
つ
り 

】

■
日
時　
10
月
27
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時（
午
前
９
時

30
分
～
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
会
場　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
敷
地
内　

■
主
な
イ
ベ
ン
ト

・
餅
ま
き
、
大
抽
選
会

・
君
が
家
庭
の
消
防
士
！

（
水
消
火
器
体
験
）

・
大
切
な
人
の
命
を
救
え
！

（
応
急
手
当
体
験
）

・
消
防
車
に
乗
っ
て
出
動
だ
ー
！

（
乗
車
体
験
）	

・
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

・
ロ
ー
プ
渡
り
体
験

・
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
・
体
験

・
消
防
署
見
学
ツ
ア
ー

・
出
店
、
売
店

　
（
う
ど
ん
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
焼

き
そ
ば
な
ど
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
内
容
変
更
や
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
出
店
者
の
募
集

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◇
出
店
数　
20
店
程
度

■
来
場
者
駐
車
場

　
聖
光
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
光
市
立

給
食
セ
ン
タ
ー
、
光
市
役
所
ま
た

は
武
田
薬
品
工
業
㈱
厚
生
会
館
の

駐
車
場

※
当
日
は
、
指
定
し
た
車
両
以
外
は

会
場
内
に
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

※
聖
光
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
光
市

ス
ポ
ー
ツ
館
側
か
ら
進
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
緑
ヶ
丘
団
地
内
、
近
隣
店
舗
な
ど

へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　
光
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

【 

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て 

】

　
11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）の
７

日
間
、『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る

日
が
続
き
、
冬
に
か
け
て
暖
房
器
具

な
ど
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
火
の
取

扱
い
に
は
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
『
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
』

◇
山
口
県
防
火
標
語

　
『
ま
さ
か
よ
り

　
も
し
も
で
確
認　
火
の
始
末
』

◇
問
合
せ
先　
光
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

　
広
報
９
月
13
日
号
で
、
次
の
と

お
り
『
田
布
施
地
域
交
流
館
』
の
理

事
の
人
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
17
ペ
ー
ジ

　
『
田
布
施
農
あ
る
暮
ら
し
vol
　

３
』

・（
誤
）理
事
…
14
人

・（
正
）理
事
…
10
人

お
詫
び
と
訂
正

◇
募
集
人
数　
先
着
20
人

◇
受
講
料　
無
料	

◇
申
込
方
法

　
光
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://119.city.hikari.

lg.jp/kyuukyuukoubo.
htm
l

）
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
消
防
署
ま
で
持
参

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先　
光
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　
ＦＡＸ
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
１
１

　

E-m
ail　

keibou@
119.city.

hikari.lg.jp



１
（金）

16
（土）

２
（土）

17
（日）

■東田布施公民館まつり　10:00 ～（東公）

３
（日）

■麻郷公民館まつり　9:00 ～　（麻公）
■西田布施ふれあい文化祭　9:00 ～（西公）

18
（月）

４
（月）

19
（火）

５
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 20
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

６
（水）

■こんにちは赤ちゃん教室　10:00～11:30（西公）
■天体教室　19:00 ～ 21:00（麻郷小グラウンド）

21
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）

７
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■もうすぐ1歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（城公）

22
（金）

■得する健康講座　13:30 ～ 15:00（西公）

８
（金）

23
（土）

■人権教育推進大会　13:30 ～（西公）

９
（土）

■パパママセミナー　9:30 ～ 11:00（西公） 24
（日）

10
（日）

■麻里府文化展　9:00 ～（里公） 25
（月）

11
（月）

26
（火）

■健康長寿講座　13:30 ～ 15:00（西公）
■妊婦・育児相談　10:00 ～ 12:00（西公）

12
（火）

■健康長寿講座　13:30 ～ 15:00（西公） 27
（水）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（西公）

13
（水）

■減塩＆ワンベジ講座　9:30 ～ 13:00（西公） 28
（木）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）

14
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■1歳６か月児健診　13:00 ～ 13:30（西公）

29
（金）

■たぶせちびっこまつり　9:30 ～ 11:00（西公）

15
（金）

30
（土）

QR コ ー ド を
読み取り、手
順に沿ってご
登録ください。

田布施町
メール配信サービス

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校11月のカレンダー

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-5-3）

◇連絡先（診療時間内）
☎22-9001

【困】 困りごと相談
日時 11月25日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 中公１階和室
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 12:00

（祝日・困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103

【心】

【困】
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日

● 編集・発行　田布施町役場　企画財政課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
℻ 0820-53-0140

HP　　 http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

【心】


